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若い
技能工の育成を！
輝く未来へ

協同組合

問
題
に
関
す
る
検
討
会
」（
座

長
・
蟹
澤
宏
剛
芝
浦
工
大
教

授
）
に
よ
る
中
間
取
り
ま
と
め

（
２
０
２
１
年
３
月
）
を
基
に
、

一
人
親
方
の
在
り
方
や
元
請

け
・
下
請
け
そ
れ
ぞ
れ
の
責
任

と
役
割
な
ど
が
規
定
さ
れ
た
。

　

建
設
業
界
が
目
指
す
一
人
親

方
の
基
本
的
な
姿
と
し
て
、
請

　

国
土
交
通
省
は
、
建
設
業
の

一
人
親
方
問
題
へ
の
対
応
を
目

的
と
し
た
、
下
請
指
導
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
の
改
訂
を
行
い
４
月
１

日
に
施
行
し
た
。

　

下
請
指
導
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

は
、
建
設
業
の
社
会
保
険
加
入

に
関
し
て
元
請
け
と
下
請
け
が

負
う
べ
き
役
割
と
責
任
を
明
確

に
し
た
指
針
だ
。
技
能
者
の
処

遇
向
上
に
よ
る
担
い
手
の
確
保

や
、
法
定
福
利
費
を
適
正
に
負

担
す
る
企
業
に
よ
る
公
平
で
健

全
な
競
争
環
境
の
構
築
を
目
的

に
、
２
０
１
２
年
11
月
に
施
行

さ
れ
て
い
る
。

　

今
回
の
改
定
で
は
、
偽
装

一
人
親
方
の
防
止
対
策
を
強

化
。
10
代
や
経
験
３
年
未
満
の

一
人
親
方
を
対
象
に
雇
用
関
係

を
結
ぶ
よ
う
誘
導
（
指
導
）
す

る
と
と
も
に
、
元
請
け
の
指
導

に
応
じ
ず
改
善
が
見
ら
れ
な
い

下
請
企
業
は
現
場
入
場
を
認
め

な
い
等
の
規
程
が
盛
り
込
ま
れ

て
い
る
。
具
体
的
な
改
訂
内

容
は
、「
建
設
業
の
一
人
親
方

東京都タイル煉瓦工事工業協
同組合はタイル工事の需要喚
起と適正価格（値戻し）のた
めに努力します。
　１．タイルは住環境を豊かにします。
　２．高品質確保のために適正価格を求め
　　　ます。

け
負
っ
た
仕
事
を
自
ら
の
技
能

と
責
任
で
完
成
で
き
る
個
人
事

業
主
に
位
置
付
け
る
。
技
能
に

つ
い
て
は
、
施
工
ス
キ
ル
だ
け

で
な
く
、
安
全
衛
生
の
知
識
や

従
事
年
数
、
職
長
な
ど
の
経
験

か
ら
判
断
し
て
、
建
設
キ
ャ
リ

ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
（
Ｃ
Ｃ

Ｕ
Ｓ
）
に
基
づ
く
能
力
評
価
で

　
　

Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
技
能
登
録
者
の

能
力
評
価
（
レ
ベ
ル
判
定
）
は
、

昨
年
６
月
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

に
よ
る
判
定
シ
ス
テ
ム
が
停
止

さ
れ
、
９
月
か
ら
当
面
の
能
力

評
価
は
、
各
能
力
評
価
実
施
団

体
に
お
い
て
受
付
・
実
施
す
る

暫
定
運
用
が
始
ま
っ
た
。

　

タ
イ
ル
工
の
能
力
評
価
実
施

団
体
で
あ
る
日
タ
煉
は
、
タ
イ

ル
工
の
能
力
評
価
事
務
を
全
国

建
設
労
働
組
合
総
連
合
（
＝
全

建
総
連
）
に
委
託
し
実
施
し
て

い
る
。

　

当
初
、
こ
の
暫
定
運
用
期
間

は
令
和
４
年
３
月
末
ま
で
と
予

定
さ
れ
て
い
た
が
４
月
以
降
も

延
長
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
技
能
登
録
者

レ
ベ
ル
判
定
暫
定
運
用
期
間
が
延
長

タ
イ
ル
工
の
能
力
評
価
、

引
き
続
き
全
建
総
連
が
窓
口
に

　

こ
れ
を
受
け
て
日
タ
煉
で

は
、
タ
イ
ル
工
の
能
力
評
価
の

受
付
・
実
施
に
つ
い
て
全
建
総

連
と
の
委
託
契
約
を
延
長
す
る

こ
と
と
し
た
。

　

タ
イ
ル
工
の
能
力
評
価
は
４

月
以
降
も
全
建
総
連
が
窓
口
と

な
り
実
施
す
る
。

■
申
請
手
続
き
に
関
す
る
問
い

合
わ
せ
先

全
国
建
設
労
働
組
合
総
連
合　

技
術
対
策
部　

TEL03-3200-6221
E

-m
ail

：g
iju

tsu
@

zenkensoren.org

レ
ベ
ル
３
相
当
を
要
求
水
準
と

す
る
。
責
任
は
、
請
け
負
っ
た

業
務
の
完
遂
は
も
ち
ろ
ん
、
建

設
業
法
や
社
会
保
険
関
係
法
令
、

事
業
所
得
の
納
税
な
ど
各
種
法

令
の
順
守
、
適
正
工
期
・
請
負

代
金
で
の
契
約
締
結
、
他
社
か

ら
の
信
頼
や
経
営
力
を
求
め
る
。

　

元
請
企
業
は
、
下
請
企
業
が

再
下
請
負
を
し
て
い
る
一
人
親

方
に
対
し
て
「
働
き
方
自
己
診

断
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」
を
活
用

し
た
働
き
方
の
確
認
を
促
す
。

特
に
、
10
代
の
一
人
親
方
や
経

験
年
数
３
年
未
満
の
一
人
親
方

で
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
該
当
項

目
が
多
い
場
合
は
雇
用
関
係
に

誘
導
す
る
。
未
熟
な
技
能
者
を

一
人
親
方
と
し
て
扱
い
、
元
請

け
の
指
導
に
も
応
じ
ず
改
善
が

見
ら
れ
な
い
下
請
企
業
は
現
場

へ
の
入
場
を
認
め
な
い
。

　

直
接
一
人
親
方
と
請
負
契
約

を
締
結
し
て
い
る
企
業
に
は
、

見
積
書
の
事
前
交
付
や
書
面
で

の
契
約
、
必
要
経
費
を
加
え
た

適
切
な
報
酬
の
支
払
い
の
徹
底

求
め
る
。
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
に

よ
っ
て
労
働
者
に
当
て
は
ま
る

働
き
方
で
あ
る
と
判
断
で
き
る

場
合
に
は
、雇
用
契
約
の
締
結
・

社
会
保
険
の
加
入
が
必
要
と
な

る
。

◆
不
適
正
な
一
人
親
方
の
目
安

運
用
方
針
提
示
は
令
和
８
年
度

以
降

　

国
交
省
は
、
働
き
方
自
己
診

断
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
な
ど
を
記

載
し
た
一
人
親
方
に
関
す
る

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
、
Ｃ

Ｃ
Ｕ
Ｓ
処
遇
改
善
推
進
協
議

会
の
加
盟
団
体
に
会
員
企
業

な
ど
へ
の
周
知
を
依
頼
し
た
。

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
で
は
仕
事
の

諾
否
や
仕
事
の
内
容
の
決
定

権
、
報
酬
の
支
払
わ
れ
方
、
資

機
材
の
負
担
、
特
定
企
業
へ
の

専
属
性
な
ど
の
判
断
項
目
か

ら
、
一
人
親
方
自
身
が
自
分
の

働
き
方
を
確
認
で
き
る
。

　

令
和
８
年
度
以
降
に
は

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
に
よ
る
確
認

事
務
の
軽
減
を
図
る
た
め
、「
不

適
正
な
一
人
親
方
の
目
安
」
の

運
用
を
目
指
す
。
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
の
改
訂
内
容
に
基
づ
く
対
応

状
況
を
踏
ま
え
つ
つ
、
さ
ら
な

る
検
討
を
行
い
、
23
年
度
末
を

め
ど
に
不
適
正
な
一
人
親
方
の

目
安
の
運
用
に
向
け
た
方
針
を

提
示
す
る
。

国土交通省パンフレット
「みんなで目指す クリーンな雇用・クリーンな請負の建設業界」より

靖国神社・標本木

国
交
省　
下
請
け
指
導
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
改
定

　

４
月
１
日
施
行

　

偽
装
一
人
親
方
の
防
止
対
策
を
強
化
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今
年
も
、
つ
い
こ
の
あ
い
だ

年
が
明
け
た
と
思
っ
た
ら
も
う

年
度
が
切
り
替
わ
る
時
期
を
迎

え
、
今
、
東
京
の
あ
っ
ち
こ
っ

ち
で
桜
が
満
開
に
な
っ
て
い
ま

す
。
思
え
ば
ち
ょ
う
ど
２
年

前
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
が
国
内
で
も
騒
が
れ
は
じ

め
、
私
た
ち
は
未
知
の
新
た
な

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
予
防
対
策
と

　
　
●
品
川
・
太
田
支
部

　

厚
生
労
働
省
で
は
、
高
所
作

業
等
に
使
用
が
義
務
づ
け
ら
れ

て
い
る
墜
落
制
止
器
具
の
安
全

性
を
確
認
す
る
た
め
、
販
売
さ

れ
て
い
る
製
品
の
試
験
を
実
施

し
て
い
る
が
、
一
部
製
品
に
国

家
規
格
で
定
め
る
構
造
・
性
能
・

強
度
等
で
基
準
を
満
た
し
て
い

な
い
も
の
が
あ
る
こ
と
が
判
明

し
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
規

格
不
適
合
製
品
の
使
用
を
中
止

す
る
よ
う
建
築
工
事
業
団
体
、

労
働
者
等
に
広
く
注
意
喚
起
し

て
い
る
。

　

厚
生
労
働
省
で
は
、
規
格
を

満
た
し
て
い
な
い
製
品
を
使
用

し
た
場
合
重
大
な
事
故
に
つ
な

が
る
恐
れ
も
あ
り
、
使
用
中
止

と
販
売
者
に
対
し
て
販
売
の
中

止
、
当
該
製
品
の
回
収
を
要
請

し
て
い
る
。
ま
た
、
注
意
喚
起

の
た
め
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
メ
ー

カ
ー
、
型
番
、
販
売
業
者
を
公

表
し
て
い
る
。

　

高
所
作
業
で
使
わ
れ
る
墜
落

防
止
用
の
保
護
具
は
、
先
に
法

改
正
が
行
わ
れ
原
則
と
し
て
フ

墜
落
防
止
用
保
護
具
に
関
す
る
改
正
法

完
全
実
施
で
対
応
必
要

　

墜
落
制
止
用
器
具
・
フ
ル
ハ
ー
ネ
ス
等
に

　

規
格
不
適
合
品

　

フ
ル
ハ
ー
ネ
ス
型
17
種
類　

胴
ベ
ル
ト
型
６
種
類

ル
ハ
ー
ネ
ス
型
を
使
用
す
る
こ

と
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
う
ち

墜
落
制
止
用
器
具
の
構
造
規
格

が
経
過
処
置
と
な
っ
て
い
た

が
、
今
年
１
月
１
日
を
も
っ
て

経
過
処
置
期
間
が
終
了
し
完
全

適
用
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

こ
れ
ま
で
流
通
し
て
い
た
製
品

で
も
構
造
規
格
を
満
た
さ
な
い

製
品
と
な
っ
た
。

　

法
律
で
は
、
墜
落
制
止
器
具

の
見
や
す
い
箇
所
に
器
具
の
種

類
・
製
造
者
名
・
製
造
年
月

日
を
表
示
す
る
こ
と
が
定
め

全
国
左
官
タ
イ
ル
塗
装
業
国
民
健
康
保
険
組
合

　

第
１
４
５
回
理
事
会
・

　

第
１
０
８
回
通
常
組
合
会
を
開
催

　
　

令
和
４
年
度
事
業
計
画
・
歳
入
歳
出
予
算
案
を
審
議

☆
"
う
ぐ
い
す
泣
か
せ
た
こ
と

も
あ
る
〞

　

今
は
こ
ん
な
年
寄
り
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
が
、
若
い
時
に
は

美
し
く
魅
力
が
あ
っ
て
、
多
く

の
人
の
心
を
引
き
付
け
た
こ
と

も
あ
る
。「
梅
干
し
婆
は
し
な

び
れ
て
お
れ
ど
、
鶯
鳴
か
せ
た

こ
と
も
あ
る
」

☆
"
門
前
の
小
僧
習
わ
ぬ
経
を

読
む
"

　

寺
の
門
前
に
住
む
小
僧
は
、

ひ
と
り
で
に
聞
き
覚
え
て
お
経

を
読
む
。
ふ
だ
ん
見
た
り
聞
い

た
り
し
て
い
る
と
、
習
わ
な
く

て
も
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち

に
そ
れ
を
覚
え
る
も
の
で
あ

る
。
い
ろ
は
か
る
た
（
江
戸
）

の
一
。

☆
"
歌
は
世
に
つ
れ
世
は
歌
に

つ
れ
"

　

歌
の
流
行
は
世
の
中
の
様
子

が
変
化
す
る
と
と
も
に
変
わ

り
、
世
態
も
歌
の
流
行
の
変
化

に
よ
っ
て
影
響
さ
れ
る
。

☆"
物
言
え
ば
唇
寒
し
秋
の
風
"

　

人
の
悪
口
を
言
う
と
、
そ
の

た
め
に
災
い
を
招
く
。

　

人
の
欠
点
を
あ
げ
つ
ら
っ
た

あ
と
は
、
何
と
な
く
自
分
が
不

快
な
気
分
に
な
り
、
対
人
関
係

も
気
ま
ず
く
な
る
も
の
で
あ

る
。
松
庵
芭
蕉
の
句
。

☆
「
思
い
出
の
ア
ル
バ
ム
」

♪
い
つ
の
こ
と
だ
か　

思
い
だ

し
て
ご
ら
ん

　

あ
ん
な
こ
と
こ
ん
な
こ
と　

あ
っ
た
で
し
ょ
う

　

嬉
し
か
っ
た
こ
と　

面
白

か
っ
た
こ
と

　

い
つ
に
な
っ
て
も　

わ
す
れ

な
い
♪

　

１
９
８
１
（
昭
和
56
）
年
2

月
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
み
ん
な
の
歌
で

放
送
さ
れ
ま
し
た
。
幼
稚
園
の

卒
園
式
で
よ
く
歌
わ
れ
て
い
ま

す
。

☆One for All, All for One.

　

一
人
は
皆
の
た
め
に
、
皆
は

一
人
の
た
め
に
。
２
０
１
９
年

ラ
グ
ビ
ー
Ｗ
杯
。
ラ
グ
ビ
ー
精

神
。

☆
「
栄
冠
は
君
に
輝
く
」
全
国

高
校
野
球
行
進
曲

♪
雲
は
わ
き　

光
あ
ふ
れ
て　

天
高
く　

純
白
の
球
今
日

ぞ
飛
ぶ

　

若
人
よ　

い
ざ　

ま
な
じ
り

は　

歓
呼
に
応
え　

い
さ

ぎ
よ
し

　

ほ
ほ
え
む
希
望　

あ
あ　

栄

冠
は
君
に
輝
く
♪　
（
甲
子

園
球
場
）

コ
ラ
ム

時
の
流
れ
、
徒
然
に
書
き
留
め
た
言
葉
　
第
七
弾

 
 

 

永
井
タ
イ
ル
代
表
　
日
タ
煉
相
談
役

永
井
　
博

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
永
井
博
氏
（
永
井
タ
イ
ル
工
業
㈱
・
元
東
タ
協
理
事
長
）
が

日
常
の
徒
然
に
書
き
留
め
た
言
葉
・
文
書
を
紹
介
し
ま
す
。

︱
日
本
の
１
０
０
人
︱

◇
卑
弥
呼　

生
年
不
明
~
２
４

２
？

　

占
術
で
国
を
治
め
た
邪
馬
台

国
の
女
王
。

◇
推
古
天
皇　
５
５
4
~
６
２
８

37
年
間
朝
廷
に
君
臨
し
た
日

本
初
の
女
帝
。

◇
聖
徳
太
子　
５
７
４
~
６
２
２

　

推
古
天
皇
の
摂
政
と
し
て
理

想
の
国
家
を
目
指
し
た
若
き
皇

太
子
。伝
説
に
包
ま
れ
た
聖
人
。

◇
天
智
天
皇　
６
２
６
~
６
７
２

　

ク
ー
デ
タ
ー
で
天
皇
中
心
の

律
令
国
家
を
確
立
し
た
舒
明
天

皇
の
第
１
皇
子
。

◇
坂
上
田
村
麻
呂　
７
５
８
~

８
１
１

蝦
夷
討
伐
に
尽
力
し
た
初
代

征
夷
大
将
軍
。

◇
空
海　
７
７
４
~
８
３
５

　

唐
に
渡
り
密
教
を
極
め
た
真

言
宗
の
開
祖
。

◇
平
将
門　
９
０
３
~
９
４
０

　

東
国
に
独
立
国
家
を
建
設
し

よ
う
と
し
た
、
数
多
く
の
伝
説

を
残
す
武
将
。

◇
平
清
盛　
１
１
１
８
~
１
１
８
１

　

武
士
で
あ
り
な
が
ら
太
政
大

臣
と
な
り
、
平
氏
の
全
盛
時
代

を
築
い
た
武
将
。

◇
紫
式
部　

生
没
年
不
詳

　

世
界
最
古
の
長
編
小
説
を
著

し
た
平
安
の
女
流
作
家
。

◇
藤
原
道
長

９
６
６
~
１
０

２
８

　

藤
原
氏
の
全
盛
時
代
を
築
い

た
光
源
氏
の
モ
デ
ル
と
さ
れ
る

平
安
貴
族
。

　

全
国
左
官
タ
イ
ル
塗
装
業
国

民
健
康
保
険
組
合
（
以
下
：
国

保
組
合
）
の
令
和
４
年
度
事
業

計
画
及
び
歳
出
歳
入
予
算
案
を

審
議
す
る
第
１
４
５
回
理
事

会
が
２
月
16
日
（
水
）、
第
１

０
８
回
組
合
会
が
２
月
28
日

（
月
）、「
こ
く
ほ
21
・
２
階
会

議
室
」
で
開
催
さ
れ
た
。
国
保

組
合
は
コ
ロ
ナ
禍
に
対
応
し
て

昨
年
よ
りW

eb

会
議
シ
ス
テ

ム
を
導
入
、
今
回
の
理
事
会
、

組
合
会
も
対
面
・
オ
ン
ラ
イ
ン
・

書
面
と
三
通
り
の
参
加
形
式
を

併
存
し
て
の
開
催
と
な
っ
た
。

　

タ
イ
ル
業
か
ら
は
、
国
保
組

合
副
理
事
長
の
日
タ
煉
・
大
野

会
長
、
常
務
理
事
の
東
タ
協
・

瀧
山
理
事
長
、
監
事
の
日
タ
煉
・

増
田
事
務
局
長
が
出
席
し
た
。

　

会
議
で
は
令
和
４
年
度
事
業

計
画
及
び
令
和
４
年
度
歳
入
歳

出
予
算
案
等
次
の
３
議
案
が
審

議
さ
れ
承
認
さ
れ
た
。

・
第
一
号
議
案　

令
和
４
年
度

事
業
計
画

・
第
二
号
議
案　

令
和
４
年
度

歳
入
歳
出
予
算

・
第
三
号
議
案　

令
和
４
年
度

法
令
遵
守
の
た
め
の
実
践
計
画

　

こ
の
結
果
、
令
和
４
年
度
の

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
は
、
百

十
億
四
千
二
百
八
十
二
万
八
千

円
と
な
っ
た
。

　

国
保
組
合
は
、
被
保
険
者
数

の
減
少
、
高
齢
化
に
よ
る
医
療

費
の
高
騰
等
に
よ
り
財
政
状
況

は
厳
し
い
状
況
に
変
わ
り
な

く
、
現
時
点
で
の
決
算
見
込
は
、

約
三
億
円
の
赤
字
が
見
込
ま
れ

て
い
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、

本
年
度
の
事
業
計
画
と
予
算
の

策
定
に
当
た
り
、
前
年
度
か
ら

の
繰
越
金
と
積
立
金
の
一
部
を

処
分
し
財
源
を
確
保
す
る
こ
と

を
基
本
に
事
業
計
画
を
立
て
予

算
を
策
定
し
て
お
り
、
本
年
度

も
組
合
員
資
格
の
適
正
化
、
加

入
促
進
を
図
り
、
特
定
健
診
・

保
健
指
導
の
充
実
や
、
組
織
強

化
改
善
・
法
令
遵
守
に
努
め
、

国
や
東
京
都
並
び
に
関
係
諸
団

体
と
の
連
携
を
一
層
強
化
し
、

健
全
か
つ
適
正
な
事
業
運
営
を

行
っ
て
い
く
と
し
、
ま
た
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
つ

い
て
は
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
や
感

染
防
止
対
策
の
徹
底
に
よ
り
一

定
の
成
果
が
見
ら
れ
た
が
、
変

異
ウ
イ
ル
ス
の
オ
ミ
ク
ロ
ン
株

に
よ
る
第
６
波
は
こ
れ
ま
で
に

な
い
感
染
急
拡
大
の
危
機
に
見

舞
わ
れ
た
。
国
保
保
険
者
と
し

て
は
組
合
員
と
そ
の
家
族
の
健

康
と
安
心
し
て
日
常
生
活
を
送

れ
る
よ
う
国
保
事
業
に
取
り
組

ん
で
参
り
ま
す
と
し
て
い
る
。

◇
本
年
度
国
保
組
合
運
営
基
本

方
針

①
医
療
保
険
料
（
後
期
高
齢
者

支
援
金
分
を
含
む
）、
介
護
分

保
険
料
の
据
置
を
基
調
と
し
た

予
算
策
定
と
す
る
。

②
会
館
修
繕
積
立
金
の
一
部
を

取
り
崩
し
空
調
設
備
等
の
修
繕

を
行
う
。（
一
部
令
和
３
年
度

着
工
、
支
出
）

③
法
定
積
立
金
の
一
部
を
取
り

崩
し
繰
入
金
と
し
て
財
源
確
保

す
る
。

④
医
療
の
適
正
化
及
び
特
定
健

診
・
保
健
指
導
の
推
進
と
充
実
・

強
化
を
図
る
。

し
て
、
マ
ス
ク
の
着
用
、
手
洗

い
・
手
指
消
毒
、
換
気
、
蜜
を

避
け
る
ソ
ウ
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ

ン
ス
等
の
行
動
を
取
り
始
め
た

の
を
思
い
出
し
ま
す
。
今
、
多

く
の
人
が
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し

そ
の
効
果
も
出
始
め
て
い
ま
す

が
、
新
た
な
変
異
株
が
出
現
す

る
た
び
に
感
染
者
が
拡
大
し
て

し
ま
い
ま
す
。
こ
れ
以
上
変
異

株
が
出
現
せ
ず
、
下
火
に
な
っ

て
欲
し
い
も
の
で
す
。

　

さ
て
、
こ
の
２
年
間
組
合
で

は
諸
会
議
や
行
事
、
支
部
会
等

の
自
粛
が
余
儀
な
く
さ
れ
て
き

ま
し
た
。
今
年
こ
そ
、
コ
ロ
ナ

禍
以
前
の
組
合
活
動
が
当
た
り

前
の
よ
う
に
で
き
る
日
常
に
少

し
で
も
近
づ
け
ら
れ
た
ら
と
切

に
願
い
ま
す
。

松
本
洋
一　

記

⑤
組
合
員
資
格
の
適
正
化
と
区

分
管
理
及
び
加
入
促
進
を
図

る
。

⑥
法
令
遵
守
、
個
人
情
報
の
管

理
等
の
強
化
・
改
善
に
努
め
る
。

⑦
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利

用
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認

の
推
進
を
図
る
。

⑧
基
幹
シ
ス
テ
ム
の
移
管
に
伴

い
本
部
及
び
支
部
（
電
算
委
託

含
）
の
組
織
強
化
、
事
務
処
理

体
制
の
合
理
化
を
図
る
。

⑨
昨
年
延
期
さ
れ
た
組
合
の
国

庫
補
助
率
策
定
の
基
礎
と
な
る

区
市
町
村
民
税
の
課
税
標
準
額

調
査
等
を
行
う
。

◇
保
険
料

本
年
４
月
か
ら
の
保
険
料
は
、

医
療
分
、
介
護
分
共
に
据
え
置

き
。

︿
医
療
分
保
険
料
﹀
後
期
高
齢

者
支
援
金
分
含
む

事
業
主

　

月
額　

一
八
︐
五
〇
〇
円

従
業
員
（
一
）

　

月
額　

一
五
︐
二
〇
〇
円

従
業
員
（
二
）

　

月
額　

一
一
︐
〇
〇
〇
円

家
族　

　

月
額　

四
︐
四
〇
〇
円

　

な
お
、
同
一
世
帯
家
族
六
人

目
以
降
は
、
従
来
ど
お
り
賦
課

さ
れ
な
い
。
介
護
保
険
の
第
２

被
保
険
者
（
40
歳
以
上
~
65
歳

未
満
）
に
該
当
す
る
場
合
は
、

次
の
額
と
な
る
。

︿
介
護
分
含
む
保
険
料
﹀

事
業
主

　

月
額　

二
一
︐
七
〇
〇
円

従
業
員
（
一
）

　

月
額　

一
八
︐
四
〇
〇
円

家
族

　

月
額　

七
︐
六
〇
〇
円

令和４年度「登録タイル張り基幹技能者講習」実施計画

令和４年度の登録タイル張り基幹技能者講習は新規講習２回、更新講習１回を実施する

予定です。特に今年度の更新講習は、平成２９年に東京都（こくほ２１）で開催した講習

会で資格を取得された方が対象となりますのでご確認をお願いします。

＜新規講習＞

第１回講習会

開催地 日　程 定員 会　　場 受講申請受付

宮城県
（仙台市）

７月　9 日（土）
~

７月 10 日（日）
３０名

仙台市
「卸町会館２Ｆ中会議室」

仙台市若林区卸町 2-15-2

５月　9 日（月）
~

６月　６日（月）

第２回講習会

北海道
（札幌市）

９月　３日（土）
~

９月　４日（日）
３０名

北海道立
職業能力開発支援センター
札幌市白石区東札幌 5 条 1-1-2

６月 27 日（月）
~

７月 29 日（金）

＜更新講習＞
・令和４年度の更新講習は１回のみの実施
・平成２９年（１０月）に東京都で開催した講習会で資格を取得した方が対象
・開催時期他詳細は、日タ煉事務局までお問い合わせのこと
※通信教育で実施するため、新型コロナウイルスの感染拡大状況にかかわらず実施

ら
れ
、
ま
た
シ
ョ
ッ
ク
ア
ブ

ソ
ー
バ
の
見
や
す
い
箇
所
に
、

シ
ョ
ッ
ク
ア
ブ
ソ
ー
バ
の
種

類
、
最
大
自
由
落
下
距
離
、
使

用
可
能
重
量
、
落
下
距
離
を
表

示
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い

る
。
厚
生
労
働
省
で
は
、「
使

用
に
当
た
っ
て
は
、
定
め
ら
れ

た
事
項
が
適
切
に
表
示
さ
れ
て

い
る
か
確
認
し
、
適
切
な
表
示

が
な
い
製
品
に
つ
い
て
は
必
要

な
性
能
を
有
し
て
い
な
い
恐
れ

が
あ
り
、
法
令
違
反
に
な
る
の

で
、
使
用
を
中
止
し
直
ち
に
所

轄
の
労
働
基
準
監
督
署
に
報
告

し
て
ほ
し
い
」
と
し
て
い
る
。

　

な
お
、
国
家
規
格
で
定
め
る

要
件
を
満
た
し
て
い
な
い
墜
落

制
止
器
具
と
し
て
２
月
末
現
在

で
判
明
し
た
製
品
は
、atter

、

Yaegoo

、Xbent

な
ど
フ
ル

ハ
ー
ネ
ス
型
17
種
類
、
胴
ベ
ル

ト
型
６
種
類
。
詳
細
は
厚
生
労

働
省
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
確
認
の

こ
と
。

■
厚
生
労
働
省
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

https://www.mhlw.go.jp/stf/
newpage_24070.html

公表された規格不適合製品の一例

桜と菜の花・外堀

外堀の菜の花

靖国の桜
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タ
イ
ル
業
界
が
長
年
に
わ

た
っ
て
育
成
に
力
を
入
れ
て
き

た
タ
イ
ル
張
り
技
能
士
。
昭
和

37
年
に
最
初
の
タ
イ
ル
張
り
技

能
検
定
が
実
施
さ
れ
て
か
ら
今

年
で
ち
ょ
う
ど
60
年
、
今
年
も

前
期
日
程
で
タ
イ
ル
張
り
１
・

２
級
の
技
能
検
定
試
験
が
全
国

で
実
施
さ
れ
る
。（
令
和
４
年

度
タ
イ
ル
張
り
職
種
公
示
状

況
：
41
都
道
府
県
）

　

技
能
検
定
は
、「
働
く
人
々

の
有
す
る
技
能
を
一
定
の
基
準

に
よ
り
検
定
し
、
国
と
し
て
証

明
す
る
国
家
検
定
制
度
」
と

な
っ
て
お
り
、
技
能
に
対
す
る

社
会
一
般
の
評
価
を
高
め
、
働

く
人
々
の
技
能
と
地
位
の
向
上

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

職
業
能
力
開
発
促
進
法
に
基
づ

き
実
施
さ
れ
て
い
る
。

　

技
能
検
定
は
昭
和
34
年
に
実

施
さ
れ
て
以
来
、
年
々
内
容
の

充
実
を
図
り
、
令
和
3
年
4
月

現
在
１
１
１
職
種
に
つ
い
て
実

施
さ
れ
て
い
る
。
技
能
検
定
の

合
格
者
は
令
和
元
年
度
ま
で
に

４
７
１
万
人
を
超
え
、
確
か
な

技
能
の
証
と
し
て
各
職
場
に
お

い
て
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。

　

技
能
検
定
は
、
国
（
厚
生
労

働
省
）
が
定
め
た
実
施
計
画

に
基
づ
い
て
、
試
験
問
題
等
の

作
成
に
つ
い
て
は
中
央
職
業
能

力
開
発
協
会
が
、
試
験
の
実
施

に
つ
い
て
は
各
都
道
府
県
が
そ

れ
ぞ
れ
行
う
こ
と
と
な
っ
て
い

る
。

　

技
能
検
定
に
は
、
現
在
、
特

級
、
１
級
、
２
級
、
３
級
に
区

分
す
る
も
の
、
単
一
等
級
と
し

て
等
級
を
区
分
し
な
い
も
の
が

あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
試
験
の
程

度
は
次
の
と
お
り
と
な
っ
て
い

る
。

タ
イ
ル
張
り
技
能
検
定

今
年
で
60
年

■
特
級
・
管
理
者
ま
た
は
監
督

者
が
通
常
有
す
べ
き
技
能
の

程
度

■
１
級
・
上
級
技
能
者
が
通
常

有
す
べ
き
技
能
の
程
度

■
２
級
・
中
級
技
能
者
が
通
常

有
す
べ
き
技
能
の
程
度

■
３
級
・
初
級
技
能
者
が
通
常

有
す
べ
き
技
能
の
程
度

■
単
一
等
級
・
１
級
と
同
じ

　

こ
の
う
ち
タ
イ
ル
張
り
技
能

検
定
は
１
・
２
級
の
み
が
実
施

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
ほ

か
に
外
国
人
技
能
実
習
等
を
対

象
と
し
て
随
時
に
実
施
す
る
２

級
、
３
級
及
び
基
礎
級
が
あ
る
。

　

試
験
は
実
技
試
験
と
学
科
試

験
が
あ
り
、
両
方
の
試
験
に

合
格
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
ど

ち
ら
か
一
方
の
み
合
格
し
た
場

合
、
再
試
験
で
は
す
で
に
合
格

し
た
試
験
は
免
除
さ
れ
る
。

　

技
能
検
定
の
合
格
者
に
は
、

厚
生
労
働
大
臣
（
特
級
、
１
・

２
級
、
単
一
等
級
）、
都
道
府

県
知
事
（
２
級
、
３
級
）
の
合

格
証
書
が
交
付
さ
れ
、『
技
能

士
』
を
称
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

ま
た
、
建
設
工
事
業
界
の
新

た
な
資
格
制
度
と
し
て
推
進

さ
れ
て
い
る
登
録
基
幹
技
能
者

の
資
格
取
得
条
件
に
、
技
能
士

資
格
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
職

種
が
多
く
あ
る
こ
と
か
ら
、
建

設
業
関
係
で
は
受
験
者
が
増
加

傾
向
を
示
し
て
い
る
よ
う
で
あ

る
が
。
タ
イ
ル
は
昭
和
50
年
代

後
半
を
ピ
ー
ク
に
減
少
し
て
い

る
。

　

今
、
国
は
職
人
不
足
へ
の
対

処
と
し
て
人
材
の
確
保
・
育
成

に
積
極
的
に
な
っ
て
お
り
、
技

能
検
定
制
度
の
果
た
す
役
割
は

大
変
大
き
な
も
の
と
な
っ
て
い

る
。

　

東
京
タ
イ
ル
築
炉
業
協
同
組

合
の
相
談
役
（
元
副
理
事
長
）

で
、
㈲
梅
本
タ
イ
ル
代
表
取
締

役
会
長
の
梅
本
賴
雄
氏
が
病
気

療
養
中
の
と
こ
ろ
３
月
19
日
ご

逝
去
さ
れ
ま
し
た
。（
享
年
84

歳
）

　

梅
本
氏
は
昭
和
28
年
４
月
に

見
習
い
工
と
し
て
入
職
し
て
以

来
タ
イ
ル
工
事
業
一
筋
に
歩
ん

で
来
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
間
、

東
京
タ
イ
ル
築
炉
業
協
同
組
合

の
理
事
、
副
理
事
長
の
要
職
を

歴
任
、
ま
た
技
能
検
定
で
も
補

佐
員
、
技
能
検
定
委
員
を
長
年

に
わ
た
り
務
め
ら
れ
大
変
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
。
平
成
26
年

春
の
叙
勲
に
お
い
て
多
年
に
わ

た
り
タ
イ
ル
工
事
業
に
精
励
さ

れ
た
功
績
に
よ
り
瑞
宝
単
光
章

の
栄
に
浴
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

葬
儀
は
、
江
戸
川
区
の
「
セ

レ
モ
江
戸
川
ホ
ー
ル
」
に
お
い

て
、
３
月
27
日
（
日
）
18
時
よ
り

お
通
夜
、
翌
28
日
11
時
よ
り
告

別
式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
こ
に
、
故
人
の
ご
功
績
と

在
り
し
日
の
お
姿
を
偲
び
つ

つ
、
ご
冥
福
を
お
祈
り
致
し
ま

す
。

■
㈲
梅
本
タ
イ
ル
代
表
取
締
役

会
長

　

東
京
タ
イ
ル
築
炉
業
協
同
組

合
理
事
、
副
理
事
長
、
東
京
都

タ
イ
ル
張
り
技
能
検
定
委
員
等

歴
任
。
平
成
21
年
５
月
日
本
建

築
士
上
学
会
学
会
賞
技
能
賞
、

平
成
21
年
６
月
東
京
都
知
事
表

彰
他
多
数
受
賞
。
平
成
26
年
春

瑞
宝
単
光
章
受
章
。

東
タ
築
元
副
理
事
長
で
現
相
談
役
の

梅
本
賴
雄
氏
が
ご
逝
去

謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。

追
　
悼

令和４年度タイル張り技能検定日程（東京都）

試験日程・内容
■受験申請受付期間　４月４日（月）～４月１５日（金）
■実技試験問題公表　５月３１日（火）
■実技試験実施　　　７月３０日（土）・７月３１日（日）
会　場　城東職業能力開発センター
■学科試験　９月４日（日）
■合格発表　９月３０日（金）
講習会予定
■実技講習会　６月１９日（日）
■学科講習会　７月１７日（日）

タイル張り技能検定に関する詳細は、所属組合または連合会事
務局（東タ築）までお問い合わせ下さい。

東京の標本木・靖国神社

故梅本賴雄氏　平成 26年５月勲章伝達式にて


